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【は じめ に 】

災 害 に 対 す る危 機 管 理 が 正 安視 され て い

るなか ､突然 の 災筈は予期 不可能 で あ り､実

際 その場 に避退 すれ ばパ ニ ッJ/を起 こ し､迅

速 な対応 は 困紐 で あ る と思われ る｡透 析 中の

患者 は､身軌 き とれ ない状憶 であ るた め何 t)

で きな い｡ しか し､自力で透析 か ら離脱 で き

た らど うで あ ろ うか｡

当院 で は従 来 ､適 折か らの緊急離 脱方法 と

して針 子 とハ サ ミを使 用 す る方 法 を行 っ て

きた｡

今 回 ､よ り迅速 に容易 に離脱 で き る緊急 離

脱 器 (以 下､･L,イ フナ イカ ッ トとす る)を導

入 し､離脱 方法の鋭 明 ･訓純 の見 直 しと同時

に､患者 への指 軒お よび別紙 を行 ったので報

告す る｡

【目的】

緊急離脱 方法 の 見止 し (セ イr/テ ィカ ッ トの

導入 ) と怠 者 -の指 叫lj.tび馴掛 の一LE施｡

【対象 】

当院 外来透析 患者 95.1.｡そu)うt)､知性
64名 ､女性 31名｡ 平均 隼齢 Et6こi歳

【方法 】

① 離脱 方 法 のパ ンフ レッ トV)n収

(参 セ イ フテ ィカ ッ トに よる離 脱 )Jyよの税

明｡

(診 離脱 訓練 の実施｡

<写 真 1>がセ イ フテ ィカ ッ トで あ る.こ

の よ うに回路 に装着 させ ､こlLを握 ることで

クランプ と切断が 同時 にで きるO
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<写 真 1>

<写真 2>は､従来 の紺 子 とハ サ ミを使 用

した方 法 と､今回導入 したセイ フテ ィカ ッ ト

を使 用 した方法 であ る｡ 従 来 の方 法 では ､A

側 IV肋Jの回路 を相子 で止 め ､その間 をハ サ

ミで 切 る とい う方法 であ った｡そのた め､手

間 と時 間がかか った セ イ フテ ィカ ッ トでは

前述 の とお り､回路 に装着 し､握 るだ けで容

易に離脱 で き､時間の短縮 もできた｡

<写真 2>



<写真 3>は ､ベ ッ トサイ ドでパ ンフ レッ

トを用 いて､説 明 と離脱 訓妹 を して い る もの

であ る｡ この訓練 は､透析 中に離脱 手順 の説

明 を実施 し､実 際 の離脱 は回収 時 に行 った｡

この 訓練 に よって､離脱 で きる患者 とで き

な い患者 の層別 化 がで きた

離脱 手順 のパ ンフ レッ トは ､写真 を取 り入

れ ､患者 にわか りや す い もの を作成 した｡

く緊急離脱 パ ンフ レッ ト〉

【結果 】 (図 1)

自力 での離脱 がで き る患者 は ､95名中 79

名 であ った｡この内で スムー ズに施 行 で きた

息昔 は 67名 ､手 間取 ったが施 行 で きた仏者

は 12名 で あった｡ 手 間取 った患 者 に対 して

FL､何 が問題 か を検 討 しなが ら繰 り返 し訓練

した ところ､最 終 的 に は施行 可 能 とな った｡

･))'で再任脱 で きなか った患者 は ､16名 で あ

った. この内 ､離脱器 自体 を装 着 が で きな い

が 7;rJ､別れ ないが 6名 ､理解 で きないが 3

.71 と.身 帖的 ､柑 禅的 に間舷 が存 在す るた め ､

軌 寸̂､ ス lJ･/I/で 行 うことと した

ボL)

く図 1〉

訓練 後 ､患者 -の聞 き取 り調査 を行 った と

ころ､次の よ うな意 見が あが った｡ ｢離脱 の

手順 がわか って よか った｡｣｢安 心で きた｡｣

｢以前 よ り容 易 にで きた｡ ｣ な どで あ る｡

一方 でその反 面 ､ ｢手順 を忘れ て しまいそ

う｡｣ ｢災害時 に焦 って しまい離脱 がで きる

か ど うか｣ との不安 の声 も聞 かれ た｡

そのた め今後 の対策 と して ､定期 的 に行 っ

ていた離脱 訓練 の回数 を増 や す こと､また解

れ て も ら うた め にセ イ フテ ィカ ッ トとパ ン

フ レッ トを待合 室 に置 いてお き､日頃 よ り自

由に触れ られ る よ うに工夫 した｡

従来の紺子 と-サ ミに よる離脱 に比 べ ､今

lPJ叫人 したセ イ r/テ ィカ ッ トは､迅速 に､容

易 に離脱 で さ る とい う叫 で ､他者 の不安 を少

しで t,A川1で きたの では な いか と思 われ る｡

!上た､,ILl甘､ス タ ッフ ともに ､災害 に対す る

.tl.n v)向 いに もつ なが った と思 われ る｡

【結栢】

).緊急離脱 )I法 と してセ イ フテ ィカ ッ トを

噂人 した とともに ､見直 しを した｡

2.離脱方 法のパ ン フ レッ ト作成 し､患者 -

の指弟お よび 訓練 を行 った結 果 ､自力 で離

脱 で き る患 者 とで きな い患 者 の把 握 が で

きた｡

3.離脱 訓練 を行 った こ とで ､災害 に対す る

意識 の向上 につ なが り､患者 が興味 を持 っ

て くれ た

4.今後 もマ ニ ュアル を検 討 しなが ら､訓緋

を盃ね てい く必要 が あ る｡


